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コロナ禍の幼児教育・施設における YouTube 活用の可能性 

― A 園の事例から ― 

 

園田雪恵（山陽学園短期大学） 

 

本研究は、コロナ禍の幼児教育・施設における YouTube 活用の可能性について検討することを目的

とする。今回は、A 園が YouTube を活用していることに着目し、YouTube の情報発信による効果の可能

性について検討を行った。A 園が一般公開している YouTube 動画のうち、コロナ禍の 2020 年 3 月から

配信されている 107 の動画に限定した。これらの動画の内容を分類した結果、19 の小カテゴリーを抽

出した。そして、視聴者にはどのような情報獲得があったのか、その可能性について検討を行い、6つ

の大カテゴリーに分類した。6 つの大カテゴリーは、「園での普段の子どもの姿を見ることができる」、

「園の行事や習い事について知ることができる」、「園の新型コロナウイルスへの対応方法や対策につ

いて知ることができる」、「園と地域が連携し継続的に取り組んでいる活動について知ることができる」、

「園環境について知ることができる」、「子どもの視点で園の活動を疑似体験できる」である。コロナ禍

の幼児教育・施設において、これらの YouTube 活用における情報発信の効果の可能性があることが示

唆された。 
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1.問題と目的 

新型コロナウイルスの感染拡大は、様々な方面に大きな影響を与えている。日本では、新型コロナウ

イルスは、幼児教育・施設においても、甚大な影響を及ぼし続けている。松本(2021)は、新型コロナウ

イルス感染拡大の影響を災害として捉え、東日本大震災の影響と比較し、いずれも生物学的側面や社

会的側面のみならず心理的側面においても様々な影響を及ぼしていることを指摘している 1）。つまり、

新型コロナウイルスが世界に負の影響を与え続けていたことを考えると、コロナ禍は災害と同じ状況

であるといえる。 

保育所においては、2020 年 1 月 31 日に厚生労働省から感染対策にかかわる通知があり、これまでの

保育の形態を変えていかなければならない状況となった 2）。認定こども園においても、2020 年 2 月 3

日に内閣府から、新型コロナウイルスへの対応について通知があり、コロナ禍の対応をしていくこと

となった 3）。そして、日本の新型コロナウイルス感染者数が増加し、感染拡大予防のため、2020 年 2 月

27 日に学校において全国一斉臨時休業の措置が講じられた。幼稚園は、3 月から臨時休園となるとこ

ろが多くなった 4）。この頃から、日本の保育・教育分野においての本格的なコロナ禍に突入した。 

コロナ禍により、人と人が直接顔を合わせて行っていたことが難しくなり、様々な活動について密

を避けることが求められるようになった 5）。鮫島・甲田(2021)によると、多くの園で、行事の見直しが

余儀なくされ、卒園式が取りやめとなった園もあった 6）。分散登園で、少人数の保育をする園もあっ

た。2020 年 4 月 7 日には、緊急事態宣言により、多くの幼稚園が休園に追い込まれ、当たり前のよう

に会えていた園の保育者や友達と関わることが出来ない事態になった 7）。また、保育所や認定こども園

においても、感染者が出た場合には、休園の措置を講じることになり、対面保育の実施が出来ないとこ

ろも出てきた 8）。 

家庭においては、在宅勤務が拡大し、親が仕事をしながら子どもと一緒に過ごす時間が増えた。池本

(2020)によると、子どもと一緒にいる時間の増加はプラス面であるが、国や自治体の対応の結果、様々

なマイナスの影響があったことを述べている 9）。子どもの過ごし方に悩んだり、孤立感や閉塞感を感じ

たり、子育てが嫌になったなど困り感を抱えた保護者がいたということである。このようなことから、
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コロナ禍では子育て家庭の親子が孤立しないよう園と家庭をつなぐ方法を検討することが望まれる。 

境ら(2021) によるとコロナ禍がもたらしたあらゆる制限は、生活を土台に人的要素を含む保育環境

と密にかかわることを基礎とする日本の保育・幼児教育の基本原則を根本から揺るがすものであると

指摘している 10）。そして、このコロナ禍がオンライン保育や教材の郵送による遠隔保育といった新し

い試みが発祥したことは、保育の文化的転換点であると述べている 11）。これまで、乳幼児期は、直接

的な体験が重要とされてきた。しかし、オンラインや遠隔というキーワードを持つコロナ禍において

は、子どもにとって、間接的な体験も、直接的な体験と同様に必要なものと考えられる。 

汐見(2021)は、保育において試行錯誤の実践が続いているが、コロナ禍の今だからこそ、子どもの日

常のリアルな育ちを伝えることで、保護者への理解へとつなげていくことが必要であると述べている
12）。また、日本は諸外国と比較し園の行事が多く、行事開催が不可能になったこの機会に行事の在り方

を見直し、本当に必要な行事なのか検討する必要性についても言及している 13）。そして、様々な業務

の改善において、ICT の導入が有効であることを示している。一方で、汐見(2021)は、ICT 導入につい

て消極的な園もあり、長年続けてきた手書き文化への愛着にコンピューターへの苦手意識もあいまっ

て、これまで保育の分野で ICT 化が進まなかったことを指摘している 14）。 

人と人が直接触れ合うことを制限されるなかでは、保育の現場において ICT を活用し実践すること

が求められている。文部科学省は、幼児教育の振興のために、ICT を活用することを推進している。オ

ンラインによる保育や研修、コロナ禍における「新たな日常」に対応できるように ICT 環境の整備を

行っている 15）。また、厚生労働省でも、「保育所等における業務効率化推進事業」を打ち出し、ICT シ

ステムを導入する保育所に補助金を交付し、ICT 化を推進している 16）。内閣府においても、「新型コロ

ナウイルス感染症対策支援事業 ICT 化推進事業」として、同様に ICT 化を進めている 17）。このように、

保育・幼児教育においての ICT 化は、関係省庁においても推進されているのである。 

そして、新型コロナウイルスの影響を受け多くの幼児教育・施設が ICT 化に取り組んできた。文部

科学省では、「新型コロナウイルス感染症への対応のための幼稚園等の取組事例集」として、ネット上

にアップし、様々な園の ICT 化への取り組みを紹介している 18）。「動画の配信」、「園のホームページを

使った情報発信」、「オンラインで同時双方向のコミュニケーション」、「決まった時間にオンラインで

クラス会を実施」など、もし子どもが園に通えない状況になっても、様々な方法で家庭と園を繋ぐため

の方法について掲載されている。具体的には、次のような取り組みである。ミナクル幼稚園では、園で

いつも踊っている体操を配信した。また、鳴門教育大学付属幼稚園では、歌やゲーム、手遊びなど家族

で楽しめるものを動画配信した。富士中央幼稚園では、保育者が身近な素材を使い自由に工作する様

子を動画配信し、家庭での遊び方について伝えている。武蔵野東第一・第二幼稚園では、Zoom を活用

し、担任と子どもが繋がる工夫をしている。七松幼稚園では、「Google for Education」を利用し、オ

ンライン保育を実施した。園が再開した際に、円滑に子どもが生活に馴染めるようにする支援として、

園再開後の告知方法や再開の準備状況の情報発信の方法について、各園の取り組みを紹介している。

様々な園が、試行錯誤しながら新たな保育の形を見出していることが窺える。 

企業においても、オンライン保育を実践している。ベネッセでは、自宅で過ごす時間が増える家庭の

状況を受け、「オンライン幼稚園」をライブ配信している 19）。「こどもちゃれんじ」の会員に限らず、

無料視聴ができるようにしている。平日 10 時から 4 時頃まで、同じ保育者が登場し、「あさのあいさ

つ」から始まり、オンライン上で子どもに語りかけるように保育を行っている。ベネッセの発表による

と、世界 90 か国以上の 20 万人が視聴しているとのことである。オンラインでは、様々な地域や国を

超えて繋がることが可能となる。高橋(2021)によると、インターネットは、動画配信が可能になった時

点で、動画を通じて情報発信が可能となったと述べている 20）。つまりは、一般にむけて動画配信する

ことにより、その動画内容について、不特定多数の人に情報発信していることになる。幼児教育・施設

が、一般にむけて情報発信することで園以外の多くの人々にその園の情報を拡散することができる。 

情報発信の方法として、YouTube 動画の配信も一つの手立てである。YouTube の特徴について、室田
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(2007)は、誰もが参加できる動画サイトであり、新たな発想を生み出す動画サイトであると述べてい

る 21）。また、渡辺(2017)は、YouTube は、時間がないときでも短時間で視聴でき、テレビに比べて視聴

者が自分好みの視聴方法で利用できるという特徴を持っていると述べている 22）。 

 保育の分野でも、YouTube を情報公開のツールとして活用しているところがある。社会福祉法人国立

保育会では、法人規定について一般公開している 23）。また、大阪市港区では、保育施設の紹介をし、

入園希望の子育て家庭にむけて、園見学の一助として配信している 24）。  

YouTube で、「幼稚園」「保育園」「こども園」とそれぞれ検索してみると、多くの園が、チャンネル

作成をしていることがわかる。それぞれの園の動画を見ると、子どもが遊んでいる様子や行事など、何

気ない園の日常の動画や、保育者がダンスを踊ったり、遊びを紹介したりして一般にも公開している。 

保育者が登場している動画は多くあげられており、子どもや保護者が楽しむことを目的としている。

園舎の外観や内部を紹介しているものもあり、施設についてわかりやすく解説されている。今回、

YouTube に焦点をあてた理由は、幼児教育・施設側から様々なテーマで情報発信されることにより、こ

れを視聴する側には、何らかの効果があると仮定したからである。 

コロナ禍に YouTube を活用し、情報発信することにより、視聴者には様々な情報を得ることができ

る。保育の分野でも YouTube は多く活用されているものの、これについての視聴者へ及ぼす効果の可

能性については検討されていない。コロナ禍前より YouTube を活用している幼児教育・施設は多くあ

るものの、幼児教育・施設が発信している YouTube の視聴者側に立って、その情報を得られる効果の

可能性を検証した研究は、まだない。特に全国的に登園を規制されていた幼児教育・施設では、YouTube

を活用したところは多いものと考えられる。この時期の幼児教育・施設における YouTube の情報発信

に着目し、これを活用することによりどのような情報発信の効果があるのか検討することは意義があ

ることと考えられる。本研究では、YouTube を数年前から活用している幼保連携型認定こども園の動画

から、コロナ禍に YouTube で情報発信することによる効果の可能性について検討を行う。 

 

2.方法 

(1)調査方法と分析方法 

①調査対象園とその選定理由 

 調査対象は、九州地方のある幼保連携型認定こども園である。この幼保連携型認定こども園につい

て、これ以後 A 園と表記する。A 園は、環境教育に力を入れ、音楽や造形など感性を育むことを重視し

ている。YouTube 動画のなかには、子どもが様々な環境とかかわる姿が多くあげられている。なお、A

園では、一般公開している YouTube 動画以外にも、通園している園児の家庭のみに限定公開している

YouTube 動画もある。再生時間は、一部を除き 2 分程度のものが多く、短い時間で視聴できる。子ども

がアクションカメラをつけて撮影している動画を除き、撮影者は園長である。園長は、YouTube 動画の

活用方法についての研修を受け、視聴者が閲覧しやすい再生時間に配慮している。 

A 園では、コロナ禍前の 2016 年から YouTube 動画の配信を行っており、2022 年 2 月 4 日時点で 185

の動画をあげている。この時点で、あげられている動画のなかで最も多い視聴回数は、2017 年 9 月の

給食場面で 112,602 回であった。また、この時点で最も少ない視聴回数は、2020 年 7 月のタブレット

で稲の観察をしている場面であった。A 園で YouTube 動画が初めてあげられた 2016 年 9 月から 2020 年

2 月までの 3 年半で 78 の動画を配信し、それ以降のコロナ禍に突入した 2 年間で 107 の動画を配信し

ている。コロナ禍前とコロナ禍では、明らかにコロナ禍の方が、頻繁に動画をあげられている。つま

り、A 園は、コロナ禍で YouTube を積極的に活用していることになる。したがって、コロナ禍となり、

YouTube を活用している園は多く存在するが、長期的に YouTube を活用し実践している園の 1 つとし

て抽出しても問題がないと判断し、調査対象園とすることとした。 

②分析期間 

 A 園が完全にコロナ禍の影響を受けていた 2020 年 3 月 2 日から 2022 年 2 月 4 日までの YouTube 動
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画を分析対象とした。 

③分析手順 

A園の許可を得て、一般公開している YouTube 動画について分析を行った。上記の期間の YouTube 動

画のうち一般公開している 107 の動画を限定し分析を行った。まず、コロナ禍の 107 の動画を見て内

容を書き出した。疑問点や不明な点は、動画撮影者である A 園の園長に聞き取りを行った。動画の内

容は、どのようなテーマがあるか共通性を見出し小カテゴリーに分類した。さらに、この小カテゴリー

から、A 園が YouTube を活用して情報発信することにより視聴者にはどのような情報獲得の効果があ

るのか検討し大カテゴリーに分類した。カテゴリー分けについては教育学の研究者と一緒に検討した。 

 

(2)倫理的配慮 

研究対象である A 園の園長に、電話及びメールで研究の承諾を得た。研究の趣旨を伝え、結果は統

計的に処理され、個人を特定するような研究ではないことを伝えた。なお、A園では、通園している子

どもの保護者と基本協定書を交し、YouTube 動画をあげることについて承諾を得ている。YouTube 動画

に関連する音源については、著作権フリーのものを使用している。また、この園が所在している市の監

査を受け、YouTube 動画の内容のチェックも受けている。 

 

3.結果と考察 

(1)カテゴリーの抽出 

A園が配信している YouTube 動画について、コロナ禍となった 2020 年 3月 2 日から 2022 年 2 月 4日

までの期間に一般公開している 107 の動画を分析した。まず、コロナ禍 107 の動画を視聴し、動画内

容を書き出した。この内容から 19の小カテゴリーを抽出した。これらは、「1子どもが造形遊びをして

いる姿(20)」「2 子どもが運動遊びをしている姿(11)」「3 子どもがクラス別の活動をしている姿(2)」

「4 子どもが音楽遊びをしている姿(2)」「5 子どもが給食を食べる姿(2)」「6 子どもが自然と触れ合う

姿(9)」「7 園内行事(14)」「8 園外保育(6)」「9 災害に対する安全指導の行事(2)」「10 外部講師による

習い事(2)」「11 オンライン保育参観と屋外保育参観(9)」「12保育者による遊びの紹介(4)」「13 感染対

策の啓発(2)」「14 稲作活動(9)」「15 環境改善活動(3)」「16 園舎や園庭の紹介(3)」「17遊具の紹介(2)」

「18 子どもの視点から見た遊び(3)」「19 子どもの視点から見た生き物(2)」であった。 

 

(2)情報発信による効果の可能性 

 19 の小カテゴリーの抽出を行った後、YouTube 動画の一般の視聴者として、どのような情報を得る

ことができるか検討を行った。これらの YouTube 動画は、一般に向けて公開されているため、A 園に通

園している子どもやその保護者だけではなく、これ以外の多くの人々に視聴されていることになる。

視聴者のなかには、A 園が所在する地域の人々もいるだろう。A 園が、どのような保育を行い、どのよ

うな行事を行っているのかという視点で、地域の未就園児の家庭や近くに居住する人々も視聴する可

能性が考えられる。また、A園では、多くの行事や保育の場面を YouTube で動画配信しているため、こ

れらの保育に興味がある保育者や、幼児教育・施設に関わる職員など、視聴者は多岐に渡ることが予測

される。つまり、通園している家庭の子どもやその保護者、A 園の地域の人々、幼児教育・施設の保育

者等が視聴している可能性がある。このように様々な視点があることを考慮し、A園が YouTube 動画を

配信したことにより、視聴者にはどのような情報獲得があったのか、その可能性について検討を行い、

カテゴリー分けを行った。19の小カテゴリーから、6 つの大カテゴリーに分類した。それは、「A、園で

の普段の子どもの姿を見ることができる(46)」「B、園の行事や習い事について知ることができる(24)」

「C、園の新型コロナウイルスへの対応方法や対策について知ることができる(15)」「D、園と地域が連

携し継続的に取り組んでいる活動について知ることができる(12)」「E、園環境について知ることがで

きる(5)」「F、子どもの視点で園の活動を疑似体験できる(5)」であった。YouTube の内容と情報発信に
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よる効果について分類したものを表 1に示す。 

表 1 YouTube の内容と情報発信による効果 
大カテゴリー 小カテゴリー YouTube 動画の内容 抽出数 

A、園での普段
の子どもの姿
を見ることが
できる(46) 

1 子どもが造形遊びを
している姿(20) 

おもちゃの制作をする 5 

絵画制作をする 3 

七宝焼きの制作をする 3 

絵本の制作をする 2 

版画カレンダーの制作をする 2 

粘土遊びをする 1 

雛祭りの制作をする 1 

水時計の制作をする 1 

七夕飾りを制作する 1 

アルバム作りをする 1 

2 子どもが運動遊びを
している姿(11) 

いろいろな外遊びをする 9 

室内で様々な運動遊びをする 2 

3 子どもがクラス別の
活動をしている姿(2) 

入園直後の子どもが自分のクラスで様々な遊びをする 1 

子どもが、自分のクラスで歌を歌ったり制作をしたりする 1 

4 子どもが音楽遊びを
している姿(2) 

音楽会の練習をする 1 

保育者のトランペット演奏に合わせて歌う 1 

5 子どもが給食を食べ
る姿(2) 

カレー給食を食べる 1 

年齢に応じた離乳食や幼児食の給食を食べる 1 

6 子どもが自然と触れ
合う姿(9) 

園庭で自然物を使って遊ぶ 7 

園庭でセミ取りをする 1 

園庭のブドウの収穫をする 1 

B、園の行事や
習い事につい
て知ることが
できる(24) 

7 園内行事(14) クリスマス会に参加する 5 

節分の豆まきに参加する 5 

正月の行事に参加する 2 

お泊り保育に参加する 1 

学校給食記念日の行事に参加する 1 

8 園外保育(6) 海の生き物観察に行く 2 

遠足に行く 2 

鯉のぼり見学に行く 1 

水族館見学に行く 1 

9 災害に対する安全指
導の行事(2) 

地震・火災避難訓練の行事に参加する 1 

自衛消防訓練の行事に参加する 1 

10 外部講師による習
い事(2) 

英語教室に参加する 1 

そろばん教室に参加する 1 

C、園の新型コ
ロナウイルス
への対応方法
や対策につい
て知ることが
できる(15) 

11 オンライン保育参
観と屋外保育参観(9) 

習い事のオンライン保育参観を行う 3 

クラスのオンライン保育参観を行う 4 

保護者が部屋の外から保育参観を行う 2 

12 保育者による遊び
の紹介（4） 

保育者が体操やダンスを見せる 3 

保育者が Zoom でオンライン保育を行う 1 

13 感染対策の啓発(2) 園の新型コロナウイルスへの対応方針を解説する 1 

マスクの付け方を説明する 1 

D、園と地域が
連携し継続的
に取り組んで
いる活動につ
いて知ること
ができる(12) 

14 稲作活動(9) タブレットで稲の観察日記を作成する 3 

稲刈りをする 2 

田植えをする 1 

稲の脱穀をする 1 

稲の籾すりをする 1 

稲の精米をする 1 

15 環境改善活動(3) 自治体のキャラクターと一緒に環境問題啓発活動をする 2 

エコ活動の表彰式に参加する 1 

E、園環境につ
いて知ること
ができる(5) 

16 園舎や園庭の紹介
（3） 

園舎の紹介をする 2 

セミの鳴き声がする園庭の紹介をする 1 

17 遊具の紹介（2） 新しい遊具の紹介をする 1 
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台風で退避していた遊具の紹介をする 1 

F、子どもの視
点で園の活動
を疑似体験で
きる(5) 

18 子どもの視点から
見た遊び(3) 

子どもがアクションカメラをつけて陣取り合戦をする 1 

子どもがアクションカメラをつけてボール遊びをする 1 

子どもがアクションカメラをつけて遊具遊びをする 1 

19 子どもの視点から
見た生き物(2) 

子どもがアクションカメラをつけて海の生き物をみる 1 

子どもがアクションカメラをつけてダンゴムシを触る 1 

 

A.大カテゴリーA「園での普段の子どもの姿を見ることができる」について 

行事ではなく、普段の子どもの様々な遊びや、生活の場面を撮影されたものを「園での普段の子ども

の姿を見ることができる」という大カテゴリーA に分類した。この大カテゴリーには、以下の 6つの小

カテゴリーが含まれていた。それは、「1 子どもが造形遊びをしている姿」「2子どもが運動遊びをして

いる姿」「3子どもがクラス別の活動をしている姿」「4子どもが音楽遊びをしている姿」「5 子どもが給

食を食べる姿」「6子どもが自然と触れ合う姿」であった。 

これらの動画は、コロナ禍のためマスクをしているが、楽しそうに造形遊びや運動遊びなどをして

いる子どものリアルな姿が伝わってくる。大豆田(2013)は、多くの園が保護者への情報発信を大切に

しているにもかかわらず、保護者にとって園はブラックボックスであると述べている 25）。そして、保

護者は日常的に園でどのような活動が行われ、わが子がどう育っているのかを、ほとんど知らないこ

とを指摘している 26）。つまり、コロナ禍前から園での活動内容が保護者に伝わっていないという課題

があったことが窺える。しかし、これらの YouTube 動画を視聴することにより、保育者や友達とのか

かわりが可視化され、何気ない日常の子どもの姿を見せることにより、保護者が安心し、園への理解に

つながるということが考えられる。これまで、参観日などの行事に参加しなければ見られなかった園

での子どもの姿を YouTube で見ることができる。一般公開しているため、入園を検討している近隣の

保護者にも、子どもの姿を見せることにより、普段どのような保育をしているのか理解できる。このよ

うな動画が頻繁に配信されることにより、我が子の入園後のイメージがしやすくなることが考えられ

る。また、同じ業種の園でも、子どもの姿から、保育者の保育を垣間見ることができ、保育の在り方を

検討する機会になるのではないだろうか。 

b.大カテゴリーB「園の行事や習い事について知ることができる」について 

 例年行われている園内外の行事や、外部講師による習い事の場面を撮影されたものを「園の行事や

習い事について知ることができる」という大カテゴリーB に分類した。この大カテゴリーには、以下の

4 つの小カテゴリーが含まれていた。それは、「7 園内行事」「8 園外保育」「9 災害に対する安全指導の

行事」「10外部講師による習い事」であった。 

これらの行事の動画を配信することにより、視聴者には、普段の保育ではなく行事の様子を知るこ

とができる。この園の遠足は、どこに行って、どのようなことをするのか。また、園内の行事はどのよ

うな形式で行われ、子どもは楽しむことができているのかなど、様々な視点で振り返り視聴すること

が可能である。汐見(2021)が述べていたように、本当に必要な行事なのか検討することもできる。厚生

労働省(2019)の「子どもを中心に保育の実践を考える～保育所保育指針に基づく保育の質向上に向け

た実践事例集～」によると、保育における行事は、子どもを中心に捉え、組織全体で現状や課題を検討

することが大切であると述べている 27）。行事が子どもの負担になっていないか検討し、行事の在り方

を振り返り、場合によっては改善していくことも必要である。すべての行事を動画に残しておけば、配

信側の園にとっても、カリキュラムを検討する時の参考となる。行事のなかで、防災に関わる安全指導

の行事は、必ず実施しなければならないが、現在日本で多いといわれている行事について客観的に判

断できる資料にもなるのではないだろうか。 

 また、希望者が参加する英語教室や、そろばん教室など、保育・教育時間外の外部講師による習い事

について知ることができる。鈴木(2010)の調査によると、親は子どもの年齢があがっていくにつれて、

教育熱心になるが、年齢が低いうちは、習い事により、いろいろな体験の機会を作るよう意識している



幼年教育 WEB ジャーナル第 6 号 

7 

 

ことを明示している 28）。YouTube 動画から、様々な体験の機会が得られる習い事について、講師の姿や

子どもの活動に対する参加度も測ることができ、参加している子どもの保護者だけではなく、これか

ら習い事教室の参加を考えている在園児の保護者にも参考となる。 

c.大カテゴリーC「園の新型コロナウイルスへの対応方法や対策について知ることができる」について 

 コロナ禍で工夫している保育の方法や、マスクの付け方を解説するなど、新型コロナウイルス感染

予防についての情報を発信しているものを「園の新型コロナウイルスへの対応方法や対策について知

ることができる」という大カテゴリーC に分類した。この大カテゴリーには、以下の 3 つの小カテゴリ

ーが含まれていた。それは、「11 オンライン保育参観と屋外保育参観」「12 保育者による遊びの紹介」

「13 感染対策の啓発」である。 

 対面保育が難しいときは、園と家庭をつなぐ方法を考える必要がある。野澤ら(2021)は、園長調査に

おいて、家庭への動画配信や公開保育等で約 6割の園がコロナ禍をきっかけに ICT 活用に取り組んだ

ことが示されたと述べている 29）。コロナ禍においては、リモートで行う活動に切り替えていかなけれ

ばならないこともある。また、コロナ禍で在宅勤務となった家庭は、仕事をしながら、常に子どもと向

き合わなければならない。子どもが園に通園しない日々が続けば、親のストレスも増大する。親子で遊

べる動画を子どもと一緒に見て実践したり、一緒に保育者の動きに合わせて体を動かしたりすること

により、園とつながっている安心感が得られる。何よりも、なかなか会えない保育者とオンライン上で

つながることは、親子にとって利点であると考えられる。Zoom で保育をした場面を、アーカイブとし

て YouTube にあげておけば、園が提供している遊びをいつでも家庭で実践することができる。 

 対面保育を実施するときは、新型コロナウイルス感染予防に努めなければならない。本来、保育参観

は、部屋に入り、子どもの様子を後ろから参観するものであった。しかし、新たな保育参観の方法とし

て、オンラインで参観する方法や、部屋の外から参観するという方法で、工夫しながら保育参観を実施

していることを視聴者に発信できる。今後も勤務の状況により保育参観できなかった保護者が、いつ

でもその場面を視聴できるのは利点である。 

その他、園で遊び道具をアルコール消毒する様子を配信したり、家庭での感染予防の啓発を行った

りすることにより、園の新型コロナウイルス感染予防に対する考え方が視聴者に伝わる。文部科学省

(2020)では、「新型コロナウイルス感染症への対応のための幼稚園等の取組事例集」のなかで、正しい

手洗い、咳エチケットの紹介や手洗い等のオンラインで情報発信を行っている幼稚園の事例を紹介し

ている 30）。このように、新型コロナウイルス感染予防方法をリモートで伝えることで感染予防の啓発

活動が可能になる。また、子どもを預けている保護者は、園がどのようにして新型コロナウイルス感染

症対策をしているのか知りたいのではないだろうか。感染予防の方法について情報発信することによ

り、特に園の保護者の安心感につながると考える。また、他の幼児教育・施設においても感染対策の参

考となる。 

d.大カテゴリーD「園と地域が連携し継続的に取り組んでいる活動について知ることができる」につい

て 

その日のみで終わる行事ではなく、継続的に地域とつながりをもちながら行っている活動について

撮影されたものを「園と地域が連携し継続的に取り組んでいる活動について知ることができる」とい

う大カテゴリーDに分類した。この大カテゴリーには、以下の 2つの小カテゴリーが含まれていた。そ

れは、「14稲作活動」「15 環境改善活動」である。 

園が地域と連携することは、コロナ禍においても必要なことである。真田(2020)によると、幼児・小

学生の生活に対する新型コロナウイルス感染症の影響調査において、「人とのつながりを大切にしたい

と思うようになった」と回答した保護者が 8 割以上おり、「コロナ流行に伴う悩みや気がかり」を聞い

た設問でも、保護者自身が園や地域とのつながりを失ったことに悩む声が多くあがっていたことを示

している 31）。つまり、保護者は、コロナ禍において地域とのつながりは重要であると捉えていること

がわかる。したがって、幼児教育・施設では、コロナ禍においても地域の様々な人との交流や活動を継
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続的に行っていくことは大切なことである。 

A 園では、SDGs の観点から、地域と連携し、ごみ問題をテーマにして考える活動をしている。複数

回そのテーマで動画をあげておけば、継続性が見られ、園で主体的に取り組んでいることが見えてく

る。また、この地域では土砂災害に見舞われ植えた稲が流されてしまい、それをプランターに植替え育

てるという活動をしている。特にその地域への情報公開の方法として、継続的に情報発信することに

より、園が地域とつながろうと努めながら活動していることが理解されるのではないだろうか。 

e.大カテゴリーE「園環境について知ることができる」について 

 園舎の外観や部屋の配置、園庭の環境や遊具の紹介をしたものについて「園環境について知ること

ができる」という大カテゴリーE に分類した。この大カテゴリーには、以下の 2つの小カテゴリーが含

まれていた。それは、「16 園舎や園庭の紹介」「17 遊具の紹介」である。 

 園舎の部屋の中や園庭を撮影した動画をあげておくと、もし登園できない状況となっても、いつで

も、自分のクラスの部屋をみることができ、少しでも登園した気分になれるのではないだろうか。ま

た、コロナ禍により、未就園児の親子が園庭開放に参加できなかったとしても、園の環境を確認するこ

とができ、入園を検討するための情報となる。就職を検討している人にとっても、園訪問ができない時

期に、園がどのようなところなのか、動画で視聴し検討することもできる。YouTube で、「園紹介」と

検索してみると、鹿児島市の田上幼稚園など、10 年以上前から園紹介について YouTube を活用し情報

発信しているところもあり、コロナ禍前より、すでに動画で園の情報発信をしているところはあった

ようである 32）。2020 年以降、園施設の紹介としてあげられている動画は飛躍的に多くなっている。 

 ハード面の園環境をいつでも視聴できる状態にしておけば、現時点で園と関わりがない人でも、こ

の YouTube 動画を通じて、今後つながっていく可能性がでてくる。 

f.大カテゴリーF「子どもの視点で園の活動を疑似体験できる」について 

 子どもの頭部にアクションカメラを装着し撮影されたものを「子どもの視点で園の活動を疑似体験

できる」という大カテゴリーF に分類した。この大カテゴリーには、以下の 2 つの小カテゴリーが含ま

れていた。それは、「18 子どもの視点から見た遊び」「19 子どもの視点から見た生き物」であった。 

 これは、子どもの視点で撮影されているため、子どもが、遊びの中でどのようなものを見ているの

か、何に興味を持っているのか知ることができる。中西(2021)によると、子ども自身の学びにアプロー

チするためには、「何をどのように学ぶのか」という大人側の視点だけでなく、学ぶ主体としての子ど

もに「何が見えているのか」という子どもの視点から学びを理解することが必要であると述べている。

これらの動画は、子ども理解においても役立つものではないだろうか。アクションカメラを装着した

子どもの視点で、様々な環境に関わっている姿がリアルに伝わってくる。 

また、視聴することにより、その遊びの疑似体験ができる。このようなカメラアングルで撮られた動

画は、もし、子どもが登園できない状況になったとしても、これを見れば園での活動の疑似体験ができ

楽しめるのではないだろうか。直接体験が難しい今、YouTube 動画を見て遊ぶという間接体験の中で、

リアルに近いものを感じることができると考える。 

 

4.まとめ 

 本稿では、コロナ禍の幼児教育・施設における YouTube 活用の可能性について検討することが目的

であった。今回は、A園が一般に向けて配信している YouTube 動画を分析し、この視聴者にはどのよ

うな情報獲得の可能性があるのか検討を行った。一般公開されている A園の 107 の YouTube 動画を視

聴した後、その内容を分類し 19 の小カテゴリーを抽出した。そして、様々な視聴者の視点から、ど

のような情報獲得ができているのか検討を行い、6つの大カテゴリーを導き出した。それは、「園での

普段の子どもの姿を見ることができる」、「園の行事や習い事について知ることができる」、「園の新型

コロナウイルスへの対応方法や対策について知ることができる」、「園と地域が連携し継続的に取り組

んでいる活動について知ることができる」、「園環境について知ることができる」、「子どもの視点で園
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の活動を疑似体験できる」であった。これら 6つの YouTube による情報発信の効果の可能性は、情報

の受け手である視聴者の視点により、それぞれが有益な知見になるものと考えられる。 

 動画を通じて、子どもの姿を見ることは、園の職員と保護者の共通理解につながる。アーカイブと

して残しておけば、子どもの成長の振り返りをすることができる。園の主役は子どもである。園の子

どもの姿を多く情報発信することにより、当該園の保育の中身も垣間見える。同じように保育をして

いる他園にとっても参考となる情報である。保育の在り方から、自分がいる園の保育と比較すること

もあるかもしれない。A 園が作成した YouTube からの情報発信は、保護者などの園の関係者だけでな

く、多くの人々が視聴することにより、また違った視点で情報をキャッチすることもあるだろう。そ

れが、保育をさらによいものにする契機となる可能性もある。様々な幼児教育・施設がこのように情

報発信をすることで、見えてくるものもある。 

 園の習い事や行事については、在園児の保護者やこれから入園を検討している未就園児の保護者に

とっても有益な情報である。特に園で行われている習い事は、我が子にとって、楽しめるものなのか

事前に検討することもできる。行事の動画は、保育者側にとっては、振り返りの材料となり、行事の

在り方を検討する契機となる。 

園の新型コロナウイルスへの対応や対策についての情報発信は、多くの園で実施していることであ

る。これを視聴した他園の保育者は、改めて自園の対応方法と比較し、場合によっては改善できる。

他の方法でよい方法があれば、園に助言することもできる。なによりも、つながり、情報のやりとり

をすることで、さらに適切な方法が見つかり、園の感染対策のスタンダードが確立されていくのでは

ないだろうか。 

また、園と地域がつながって情報発信することは、コロナ禍においても重要なことである。このよ

うな時であるからこそ、地域と連携し、園がその活動の状況を発信することは、地域の人々にとっ

て、心強いものとなるだろう。様々な課題を抱えているコロナ禍においても、幼児教育・施設が立ち

上がり積極的に活動している姿をみせることが大事である。一般公開している YouTube は、この情報

発信を行うことができる。 

園環境について情報を発信することは、園が休園に至ったとしても、子どもにとって見慣れた保育

室の様子を見て、登園した感覚を僅かでも感じることができるのではないだろうか。また、園の環境

を撮影された動画は、入園を検討している子育て家庭にとっても参考となるだろう。 

 子どもの目線の高さで動画を配信することは、その視聴者が、動画の中の主役として活動に参加で

きるよさがある。コロナ禍で登園できない子どもも、動画上でリアルな遊びに入っていけると考えら

れる。 

 松本(2021)が述べていたように、新型コロナウイルスが様々な方面に負の影響がある点において、

コロナ禍は災害と同じである。コロナ禍だけではなく、天災による災害時にも、YouTube 動画はネッ

トが使える環境であれば活用できる。保育者や友達と直接関わることができないならば、園は間接的

に家庭とつながることが必要になる。そのうえで、ICT の活用は必須となる。YouTube は、一つの便

利なツールである。YouTube は、今や多くの幼児教育・施設で活用されているが、どのような視点で

情報発信していくのかねらいを持って取り組むことにより、視聴者に伝わりやすいと考える。動画の

タイトルも視聴者にわかりやすい表現にするとよいのではないだろうか。何歳児なのか、どのクラス

なのか、何をしている動画なのか表記しておくと、より視聴者にわかりやすくなる。 

 日常の保育や行事等の YouTube による情報発信は、保育の振り返りにも活用できる。また、他の幼

児教育・施設の視聴者は、この園の様々な取り組みを見て保育に活かすことができるのではないだろ

うか。例えば、手書き文化の幼児教育・施設が、これを活用することにより、瞬時にすべての保護者

に園の活動を報告できる。動画を配信する時には注意が必要ではあるが、園内の複数の保育者の視点

から、動画を配信することもよいのではないだろうか。このように YouTube での情報発信による様々

な可能性があることが考えられる。一方で、これを活用することについての課題も検討する必要があ



コロナ禍の幼児教育・施設における YouTube 活用の可能性 

10 

 

る。 

 

5.今後の課題 

今後は、次のような調査研究が必要である。コロナ禍において、幼児教育・施設の情報発信は大切な

ことである。今回は、A 園が情報発信することにより、視聴者には、どのような効果の可能性があるの

か検討を行った。今回の検討による内容をもとに、この園の保育者と保護者にアンケート調査をして

いきたい。また、詳細な効果の検証については、視聴者の属性の分析や継続的な調査が必要である。こ

れにより、YouTube の情報発信による具体的な効果と課題が見えてくる。 

今回、YouTube に絞って分析を行った。他にも情報発信の方法としては、Zoom など様々なツールが

ある。多くの園で、これらは組み合わせて配信されていることが考えられる。YouTube の特性上、オン

デマンド配信が主な機能である。Zoom のようにライブ配信による情報発信の効果や、これらの組み合

せた情報発信の効果についても検討の必要がある。また、今回は認定こども園一園のみの分析であっ

た。様々な園の情報発信の形をみて検討することも必要であると考える。 

本研究で分析した動画内容と類似した情報を発信している園も多く存在するが、視聴者へよりよい

視聴効果を生じさせるための動画の作成や、発信の仕方についても検討することが必要である。情報

発信の意義や効果の可能性については検討してきたが、情報発信の効果とは、視聴者が視聴している

瞬間のみといった単一的なものではなく、保育活動などと繋がるための補間的な役割も果たすことが

望ましいと思われるため、複合的な要素をもっていることが重要であると考えられる。したがって、今

後は、園からの情報発信だけでなく、通常の保育活動との接続の在り方についても検討していきたい。 
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